
 

地域子ども・子育て活動支援助成事業 実施報告書（別紙２） 

 

団体名 
ＮＰＯ法人シェアドッグスクール 

 

取組の名称 
 
木月のわ わんちゃんふれあいひろば 

実施場所 

介護老人福祉施設すみよし駐車場  
ＮＥＣ玉川事業場公開空地 
特別養護老人ホーム和楽館駐車場 
新丸子こども文化センター集会室 
特別養護老人ホーム 夢見ヶ崎駐車場 

対象地域 
中原区、住吉地区、幸区 

対象地域の 

特色・課題 

住吉地区は 89.2%が核家族です。地域で助け合うことは大切で

普段から近所の交流は必要と考えている人たちが４８％いま

す。健康寿命を延ばし元気な高齢者を増やしていくためにやり

がいや生きがいを持てる場づくりも課題です。近隣保育園では

０歳児の定員数満たない少子化傾向もあり、０歳児までの子育

ての孤立化が課題です。 

取組の趣旨・目的 

当事業では、犬の飼育が難しい環境にいるこどもと子育てして

いる人を対象に動物介在の有用性を利用し、交流する場づくり

をします。動物介在活動は、こどもの心の安定や他者理解、動

物への愛着を深め、高齢者には血圧の安定や癒しの効果が証明

されており、高齢者施設敷地内で開催することで高齢者や関係

施設利用者の参加を促進し、犬を介在させて、人と人が交流で

きる「ひろば」運営を目指します。 
 
 



実施内容・実施ス

ケジュール 

4 月              ５月            

 
 
 
 
 
 

６月               １０月 

１０月           １２月 

 
 
 
 

1 月           ２月 
     
 
 
 
 
 
 
 



 
３月 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

参加費：100 円  学習帳つき PDF 添付 
『小学生・大人向けプログラム』 
 MC 犬との３つの約束、仲良くなる方法レクチャー 

ふれあい実践、おやつあげかた・だっこ 
お散歩レクチャー お散歩実践 フリータイム 

『未就学児 親子参加』 
簡単に説明をした後に自由にふれあい散歩写真撮影 

『高齢者施設入居者』 



 お膝にだっこ、ふれあい、おやつあげ、写真撮影 

参加者の年代 

 
0 歳から 
100 歳 

 

定員 

（１回あたり） 

こども 20 名（組） 
高齢者施設入居者制

限なし 

実施頻度 
月に 1 回 
特例あり 

活動日数 

（年間） 
１２日 

スタッフ体制 

イベントマネージャー １名 
MC 進行       １名 
運営アシスタント   1～2 名 
ふれあいボランティア犬 各回 5~7 頭とその飼い主で担当 

連携する団体・ 

連携の手法 

木月のわ 
介護老人福祉施設すみよし様 
地域包括支援センター 
会場提供、テント、テーブル、いす備品使用 
社会福祉法人しいの実様 わんこめ販売 
木月保育園・木月ほほえみ保育園様 広報協力 
SDGS まつり NEC 公開空地内にてふれあい体験開催 
特別養護老人ホーム和楽館様 会場提供、広報協力 
特別養護老人ホーム夢見ヶ崎様 会場提供、広報協力 
新丸子こども文化センター 会場提供、広報協力 

取組実施により 

見込まれた効果 

春、初夏、秋、冬と 
犬を飼っていないこどもに犬への理解と命の大切さを伝えなが

ら、犬を飼っている人（大人）と挨拶や会話をする機会の創出、

定期開催によりリピート参加される親子が増えました。福祉作

業所利用者の方々は、犬と接する機会がレクリエーション時間

として提供することができました。しいの実様は『わんこめク

ッキー』商品化され、実際に利用者様が実際に犬におやつを食

べさせる体験をされました。コロナ禍行事やイベントが減少し

ていた高齢者施設入居者の方々には、こどもたちが楽しそうに

ふれあいをしているお隣りで、施設職員のサポートを受けなが

らら、ご入居者様ご面会家族と一緒にご参加いたきにぎやかな



会もありました。年齢問わず親しみまれる犬のもとお集まりい

ただき、自然に笑顔になったり、自発的に体や声が出たりとお

楽しみいただける広場になりました。１年を通じて運営に参加

されたボランティア犬たち、各所のご支援に感謝を申し上げま

す。今後も犬を介した居場所として継続開催いたします。 

 


